 国際デザインコンテスト（IDC2011）ご協賛趣意書 
拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

国際デザインコンテスト（IDCロボコン国際交流大会）は1990年に始まり、今年22回大会を迎えます。現在、高専ロボコンやロボカップなど多くのロボットコンテストが開催され、小学生から大学生・社会人に至るまで多くの人がロボコンを楽しみ、ものつくり技術の伝承の場として利用されています。しかし、それらのロボコンでは、国別、学校別、団体別などで対戦するものがほとんどで、本大会のように各国の学生で混成チームをつくり、マシンを製作してコンテストを行うものは他に類を見ません。参加学生は言葉や文化・習慣の違いを乗り越えて共同でマシンを設計・製作することで、国際協調によるものづくりを擬似体験することができ、学生の創造性と国際感覚を養う実践的な経験の場となっております。
東京電機大学からは、２年前より共催として支援・参加頂いております。今年の第22回大会は、アメリカのボストンにキャンパスを置く、マサチューセッツ工科大学(MIT)で開催することになりました。現在、来年夏の実施にむけて、鋭意準備を進めているところであります。
つきましては、平素よりご支援頂いております皆様に、IDCロボコンの趣旨をご理解頂き、大会の運営につきまして是非とも格別のご支援とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

敬具
IDC国内実行委員会 会長 山北昌毅（東京工業大学制御システム工学科 准教授）
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IDC国内実行委員会副会長 畠山省四朗（東京電機大学ロボット・メカトロニクス学科 学科長）

―　ご協賛のメリット　―
①大会パンフレット・公式ウェブページにて協賛者として紹介させて頂きます。
（ご希望により、公式ウェブページより協賛者様のウェブページへリンクいたします。）
②ポスター、パンフレット、看板等で紹介させて頂きます。[共催・後援の場合]
③開催に向けた広報活動において、協賛者様の紹介をさせていただきます。[共催・後援の場合]
④メインスポンサーになって頂ける場合、上記以外にも関連学生の特別参加も可能です。
－　２１年の歩み　－
1990年に東京工業大学とMITと始めたIDCロボコンも、参加国を増やし発展してきました。
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－　ＩＤＣ２００８ブラジル大会の様子　－
（2008年7月7日～18日にブラジル・サンパウロ大学で開催されました。）
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公式ウェブサイト：http://www.idc-robocon.org
－　コンテスト概要　－


＜日程＞　2011年7月25日（木）～8月5日（水）


＜会場＞　マサチューセッツ工科大学


＜主催＞　ＩＤＣ国際実行委員会　


＜共催＞　東京工業大学　東京電機大学


＜参加校＞東京電機大学、東京工業大学、マサチューセッツ工科大学（アメリカ）、


サンパウロ大学（ブラジル）、ソウル大学（韓国）、清華大学、上海交通大学（中国）


シンガポール技術・デザイン大学（シンガポール）


フランス選抜チーム、タイ選抜チーム、


＜内容＞　参加各国より約６0名の大学生を集め、10日間程度の短期間でロボットを設計・


製作し、コンテストを実施する。





－　協賛金募集要項　－


①協賛金の金額：（共催）100万円単位　（後援）10万円単位　（協賛）１万円単位


②協賛金の使途：ＩＤＣ2010の開催費用として使用いたします。


（主に、コンテスト運営費、海外学生の渡航費、滞在費です。）


③ご協賛の方法：下記の連絡先へご連絡をお願いいたします。





連絡先：東京工業大学　制御システム工学科（担当：山北昌毅、蜂屋弘之）


TEL: 03-５７３４-３３０７　  FAX: 03-５７３４-３９５１


Email; yamakita@ctrl.titech.ac.jp





２０回記念大会（２００９）





中国


２１回大会（２０１０）








